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問題14　行政不服審査法が定める執行停止に関する次の記述のうち、正しいものはどれ
か。

1　審査請求人の申立てがあった場合において、処分、処分の執行または手続の続行
により生ずる重大な損害を避けるために緊急の必要があると認めるときは、本案に
ついて理由がないとみえるときでも、審査庁は、執行停止をしなければならない。
2　審査庁は、いったんその必要性を認めて執行停止をした以上、その後の事情の変
更を理由として、当該執行停止を取り消すことはできない。
3　審理員は執行停止をすべき旨の意見書を審査庁に提出することができ、提出を受
けた当該審査庁は、速やかに、執行停止をするかどうかを決定しなければならな
い。
4　再調査の請求は、処分庁自身が簡易な手続で事実関係の調査をする手続であるか
ら、再調査の請求において、請求人は執行停止を申し立てることはできない。
5　審査庁が処分庁または処分庁の上級行政庁のいずれでもない場合には、審査庁
は、審査請求人の申立てにより執行停止を行うことはできない。

問題15　再調査の請求について定める行政不服審査法の規定に関する次の記述のうち、正
しいものはどれか。

1　行政庁の処分につき処分庁以外の行政庁に対して審査請求をすることができる場
合に審査請求を行ったときは、法律に再調査の請求ができる旨の規定がある場合で
も、審査請求人は、当該処分について再調査の請求を行うことができない。
2　行政庁の処分につき処分庁に対して再調査の請求を行ったときでも、法律に審査
請求ができる旨の規定がある場合には、再調査の請求人は、当該再調査の請求と並
行して、審査請求もすることができる。
3　法令に基づく処分についての申請に対して、当該申請から相当の期間が経過した
にもかかわらず、行政庁が何らの処分をもしない場合、申請者は当該不作為につき
再調査の請求を行うことができる。
4　再調査の請求については、審理員による審理または行政不服審査会等への諮問は
必要ないが、処分庁は決定を行った後に、行政不服審査会等への報告を行う必要が
ある。
5　再調査の請求においては、請求人または参加人が口頭で意見を述べる機会を与え
られるのは、処分庁がこれを必要と認めた場合に限られる。


